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フ
ラ
ン
ス
の
新
し
い
親
権
法

宮

崎

孝

治

郎

I 

序

説

最
近
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
上
に
お
け
る
親
権
法
は
、
ま
っ
た
く
面
白
を
一
新
し
た
。
こ
れ
は
近
時
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
婦
人
こ

と
に
妻
の
地
位
の
向
上
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
一
九
六
四
年
度
お
よ
び
一
九
七

0
年
度
に
お

け
る
親
権
制
度
の
改
革
を
も
っ
て
、

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
あ
る
と
評
す
る
学
者
も
あ
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
以
来
の
民
法
典
第
三
七
三
条
の
古
い
条
文
に
よ
れ
ば

A
「回

1
3
8
z
-
2
2
8
E
宮
5
8
2
宮
Z
E
m
-
-
E
S
E

-
m
B
R
S
m
m
V
「
婚
姻
中
は
、
父
の
み
が
そ
の
父
権
(
親
権
)
を
行
使
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
一
回
に
お
い
て
、
親
権
は
、
家
族

の
首
長

C
m
与
え
骨

F
S去
る
と
し
て
の
子
ら
に
対
す
る
支
配
権
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
と
共
に
、
他
面
に
お
い
て
、
妻
の
無
能
力
を

表
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
現
行
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
三
七
二
条
は
入
間
】
B
E
E
-
m
g
R
3
m
m・
-
2
1円
目
立
自
身
即
日
一

2
2三

g
北法31(3-4・1-47)979 



説

8
5
5
5
Fロ『

g
g号
b
V
「
婚
姻
中
は
、
父
母
は
、
共
同
し
て
か
れ
ら
の
権
限
を
行
使
」
す
る
と
し
、
民
法
典
第
九
章
(
吋
宮
内
ロ

24F臥
l

論

日
巾
)
の
表
題
も
匂
巾
円
.
2
8
1広
宮
司

g
g戸
市
(
親
権
に
つ
い
て
)
と
変
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、
父
権
の
父
に
よ
る
単
独
行
使
か

ら
親
権
の
父
母
の
共
同
行
使
へ
、
父
の
専
有
す
る
子
の
支
配
権
か
ら
、
親
権
の
本
質
が
、
子
を
保
護
・
教
育
・
扶
養
す
る
義
務
を
履
行
す
る

た
め
の
、
父
母
共
同
の
機
能

Q
oロ
2
-
oロ
〉
に
変
じ
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ロ

ア

一
九
六
四
年
二
一
月
一
四
日
の
法
律
、

デ
ク
レ

1

一
九
六
五
年
四
月
五
日
の
政
令
、

新
親
権
制
度
の
導
入
の
た
め
に
機
能
し
た
主
要
な
法
令
は
、

ロ

ア

九
七

O
年
六
月
四
日
の
法
律
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
一
九
六
四
年
法
は
、
法
定
管
理
権
の
規
定
に
子
を
入
れ
(
現
行
民
第
三
八
九
|
一
条
、
民
一
一
一

八
九
条
参
照
)
単
純
な
法
定
管
理
と
司
法
的
監
督
の
下
に
お
け
る
法
定
管
理
と
の
聞
に
根
本
的
な
区
別
を
設
け
た
。

一
九
六
五
年
の
政
令
は
、

後
見
裁
判
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
す
べ
て
の
決
定
に
対
し
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
に
対
し
、

一
般
的
に
上
訴
権
を
行
使
し
得
る
こ
と
を
認

め
、
法
定
管
理
人
お
よ
び
後
見
人
の
権
限
内
に
入
る
管
理
行
為
と
み
な
す
べ
き
行
為
と
は
、
何
か
と
い
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
九
七

O
年
の
法
律
は
、
最
近
に
お
け
る
親
権
制
改
革
の
主
役
を
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
妻
の
役
割
を
現
代
の
社
会
に
お
い
て
、
妻
の
た

め
に
作
ら
れ
た
新
た
な
情
勢
に
漸
次
的
に
調
和
せ
し
め
た
。
ま
た
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
祖
父
母
の
た
め
に
、
親
権
を
保
持
せ
し
め
る
こ
と

を
保
障
し
た
。
民
法
第
三
七
一

l
ニ
条
に
よ
れ
ば
、
親
権
は
、
子
の
安
全
・
健
康
・
道
徳
性
に
お
い
て
、
そ
の
子
を
保
護
す
る
た
め
に
父
と

母
と
に
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
子
は
た
と
え
入
隊
す
る
た
め
で
も
、
両
親
の
許
可
無
く
し
て
、
そ
の
住
所
を
離
れ
得
な
い
も
の
と

し
た
(
民
第
三
七
一
1
1
三
条
)
。
子
の
行
為
に
対
し
、
両
親
は
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
と
し
た
(
民
第
一
三
八
四
条
四
項
)
。

子
の
利
益
に
つ
い

て
、
父
母
の
意
見
が
一
致
せ
ぬ
と
き
第
三
者
に
親
権
の
委
託
を
為
し
得
る
こ
と
を
認
め
た
(
民
第
三
七
六
条
)
。
配
偶
者
の
お
の
お
の
は
、
子
の

一
身
に
関
す
る
日
常
の
行
為
を
、
単
独
で
為
し
た
場
合
で
も
、

「
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
は
、
他
方
の
配
偶
者
の
同
意
を
も
っ
て
行
動
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
(
民
第
三
七
二
二
条
〉
と
い
う
注
目
す
べ
き
規
定
を
置
い
た
。
ま
た
親
権
が
配
偶
者
の
一
方
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る

と
き
、
他
方
の
配
偶
者
が
、
そ
の
子
を
訪
問
し
た
り
、
滞
在
す
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
際
立
た
せ
た
。
ま
た
長
い
沿
革
を
も
っ
法
定
享
有
権

北法31(3-4・1.48)980 



を
存
続
さ
せ
た
し
、
親
権
行
使
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
一
種
と
し
て
の
教
育
的
援
助
つ
が

g
E
S
S
E
5
g
Z
6
の
制
度
に
重
点
を
置
き
、
親

権
を
対
象
と
す
る
放
棄
も
、
譲
渡
も
な
ん
ら
の
効
果
を
持
た
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
(
民
第
三
七
六
条
〉
。

E 

現
行
法
上
の
親
権
制
度

親
権
者

フ
ラ
ン
ス
現
行
法
上
の
親
権
者
は
父
母
で
あ
る
。
祖
父
母
も
親
権
の
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
例
外
的
事
実
に
過
ぎ
な

α 
し、
。

-
)
父
と
母

前
述
の
よ
う
に
、
民
法
第
三
七
二
条
は
、

「
婚
姻
中
は
、
父
母
が
共
同
し
て
、
か
れ
ら
の
(
親
)
権
を
行
使
す
る
」
旨
を
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
民
法
第
二
一
三
条
に
「
配
偶
者
は
共
同
し
て
、
家
族
の
精
神
的
お
よ
び
物
質
的
管
理
を
保
障
す
る
。
配
偶
者
は
、
子
ら
の
教

フランスの新しい親権法

育
を
準
備
し
、
か
つ
子
ら
の
将
来
を
指
導
す
る
」
と
い
う
婚
姻
法
上
の
基
本
精
神
の
親
子
法
上
に
お
け
る
表
現
で
あ
る
と
も
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
子
ら
の
立
場
か
ら
は
「
子
は
、
そ
の
年
齢
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
父
母
に
対
し
て
、
尊
敬
の
義
務
を
負

う
」
(
民
第
三
七
一
条
)
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
父
母
は
、
尊
属
の
意
に
解
せ
ら
れ
、
子
ら
は
、
親
権
者
た
る
父
母
・
祖
父
母
に
対
し
て
尊

敬
の
義
務
を
負
う
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
。

a
)
嫡
出
子
の
場
合
、
す
な
わ
ち
合
法
家
族
(
嫡
出
家
族
)
に
お
い
て
は
、
親
権
は
父
母
に
帰
属
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
婚
姻
が

死
亡
に
よ
っ
て
解
消
す
る
場
合
に
は
、
生
き
残
っ
た
配
偶
者
が
親
権
を
行
使
す
る
(
民
第
三
七
三

l
一
条
)
。
そ
の
生
存
者
が
死
亡
し
た
場
合
に

は
後
見
が
開
始
し
、
後
見
が
親
権
に
代
る
こ
と
に
な
る
。
離
婚
も
し
く
は
別
居
の
場
合
に
お
い
て
は
、
親
権
は
原
則
と
し
て
、
父
母
の
中
、

北法31(3-4・ 1.49)981;



説

裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
、
子
の
保
護
権
を
託
せ
ら
れ
た
者
が
行
使
す
る
。
な
お
裁
判
所
は
、
第
三
者
に
は
親
権
の
行
使
を
託
す
る
た
め
に
、

子
の
利
益
に
お
い
て
、
最
大
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
民
第
三
七
三
!
二
条
)
。

論

b
)
非
嫡
出
子
の
場
合
、
そ
の
親
子
関
係
が
確
定
せ
ら
れ
ず
、
も
し
く
は
、
そ
の
認
知
が
取
消
さ
れ
た
非
嫡
出
子
は
、
後
見
に
付
さ
れ
る
。

そ
の
子
が
認
知
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
認
知
が
、
父
母
に
よ
り
同
時
的
も
し
く
は
、
連
続
的
に
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
親
権
の
行
使
は

母
に
属
す
る
。
父
が
そ
の
子
を
認
知
す
べ
き
唯
一
の
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
親
権
は
父
に
属
す
る
。
し
か
し
裁
判
官
は
、
父
母
の
要
求
に
よ

っ
て
、
親
権
は
父
母
に
よ
っ
て
共
同
に
行
使
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
決
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
ま
た
裁
判
所
は
、
子
の
利
益
に
お
い

て
、
そ
れ
と
異
っ
た
決
定
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
(
民
第
三
七
四
条
〉
。

C
)

養
子
の
場
合
、
養
子
は
養
親
の
親
権
に
服
す
る
。
共
同
養
子
ま
た
は
完
全
養
子
の
場
合
に
お
い
て
は
合
法
家
族
(
嫡
出
家
族
)
の
原

則
が
適
用
せ
ら
れ
る
。
(
民
第
三
六
五
条
)
。

2
)
祖
父
母

現
行
法
上
、
親
権
は
父
母
に
よ
っ
て
共
同
に
行
使
せ
ら
れ
る
が
(
民
第
三
七
二
条
)
、
立
法
者
は
そ
の
父
母
を
尊
属
の
意
に
解
し
て
い
る
こ
と

は
前
に
も
述
べ
た
が
、
祖
父
母
は
か
れ
ら
の
孫
に
対
し
て
「
訪
問
の
権
利

2
5広
骨

1
2
Z
)」
と
「
滞
在
の
権
利

2
8芯
骨
忠
守
口
『
〉
」

子
の
父
母
が
離
婚
し
た
結
果
と
し
て

が
与
え
ら
れ
て
い
る
(
民
第
三
七
一
!
四
条
第
一
項
)
。
そ
れ
は
こ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

ー
ー
ー
こ
れ
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
|
|
子
ら
が
そ
の
母
に
委
託
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
夫
の
親
た
ち
(
祖
父
母
)
は
、
夫
と
同
様
に
、
子

た
ち
が
一
年
の
中
幾
日
か
の
問
、
祖
父
母
に
委
託
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
要
求
す
る
権
利
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
祖
父
母
の
親
権
の
最
初

の
表
現
が
あ
る
。
ま
た
父
と
母
と
が
、
そ
の
遺
言
の
中
で
、
後
見
人
を
指
定
し
な
い
で
死
亡
し
た
と
き
、
後
見
が
尊
属
に
委
託
せ
ら
る
べ
き

場
合
(
民
第
四
O
二
条
)
、
祖
父
母
の
親
権
の
も
う
一
つ
の
表
現
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
民
法
の
新
第
三
七
八
条
は
、
「
父
母
が
子
に
対
し
て
ま
た
は
子
と
と
も
に
犯
罪
を
犯
し
た
場
合
に
失
格
す
る
が
、
こ
の
失
権
は
、

北法31(3+1 ・50)982



父
母
以
外
の
尊
属
に
対
し
て
も
、
か
れ
ら
の
卑
属
に
対
し
て
帰
属
し
得
る
親
権
の
部
分
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
」
と
し
て
、
明
ら
か
に
尊

属
に
帰
属
す
る
「
親
権
の
部
分
」
を
尊
重
し
て
い
る
。

嫡
出
の
祖
父
母
に
対
し
て
許
さ
れ
る
と
と
は
、
親
子
関
係
に
関
す
る
一
九
七
二
年
一
月
三
日
の
改
正
以
来
、
非
嫡
出
の
相
父
母
に
対
し
て

も
同
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

P 

親
権
の
機
能
(
親
権
者
の
有
す
る
諸
特
権
)

親
権
は
一
方
に
お
い
て
、
子
の
一
身
に
対
す
る
保
護
権
・
教
育
権
・
保
持
(
扶
養
)
権
を
含
む
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
菩
意
の
第
三
者
に

対
し
て
、

日
常
の
行
為
が
、
そ
の
子
と
の
関
連
に
お
い
て
、
配
偶
者
の
一
方
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
場
合
に
(
た
と
え
ば
管
理
行
為
と
か
、
学

校
選
択
の
決
定
が
為
さ
れ
た
場
合
に
)
、
両
配
偶
者
の
合
意
の
推
定
を
伴
う
も
の
で
あ
る
〈
民
第
三
七
二
|
二
条
)
。

ま
た
親
権
は
他
方
に
お
い
て
、
子
の
財
産
に
対
す
る
法
定
管
理
権
と
法
定
享
有
権
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
親
権
の
機
能
の
中
で
、
子
の
一

身
に
対
す
る
特
権
と
子
の
財
産
に
関
す
る
特
権
と
に
分
け
て
説
明
す
る
の
が
便
宜
で
あ
ろ
う
。

-
)
子
の
一
身
に
対
す
る
特
権

A
)
保
護
(
「
伊
関
田
丘
四
)

フランスの新しい親権法

親
権
の
機
能
の
中
で
、
ま
ず
第
一
に
挙
ぐ
べ
き
も
の
は
、
保
護
権
で
あ
る
。

一
九
七

O
年
六
月
四
日
の
法
律
た
る
民
法
第
三
七
一
l
l
二
条

は
「
親
権
は
、
子
の
安
全
、
そ
の
健
康
お
よ
び
道
徳
性
に
お
い
て
、
そ
の
子
を
保
護
す
る
た
め
に
、
父
と
母
と
に
属
す
る
」
の
で
あ
る
。
未

成
年
の
子
は
親
の
住
所
で
生
活
す
る
(
民
第
一

O
八
l
二
条
|
一
九
七
五
年
七
月
一
一
日
法
律
第
六
一
七
号
〉
。
親
の
住
所
は
家
族
的

A
r
s
-
-
E
V

な
も
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
よ
う
に
父
の
住
所
で
は
な
い
。
未
成
年
の
子
は
、
た
と
え
入
隊
す
る
た
め
で
も
、

(
一
九
六
八
年
七
月
一
一
一
一
日
法

律
第
六
八
八
号
)
、
そ
の
両
親
の
許
可
な
く
し
て
、
こ
の
住
所
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
民
第
三
七
一
!
三
条
)
。

こ
の
保
護
権
の
行
使
は
、

子
の
た
め
に
そ
の
住
所
を
確
保
す
る
と
共
に
、
そ
の
両
親
に
対
し
子
の
行
動
・
挙
動
・
交
際
・
文
通
に
関
す
る
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
多
数

北法31(3-4・1.51)983 



説

の
特
権
の
行
使
を
許
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
父
母
は
、
こ
の
保
護
権
を
行
使
す
る
が
故
に
、
か
れ
ら
の
未
成
年
の
子
の
行
為
と

挙
動
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
(
新
民
第
一
九
八
四
条
第
四
項
〉
。
こ
の
条
文
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
父
母
は
、
か
れ

論

ら
と
一
緒
に
住
む
か
れ
ら
の
未
成
年
の
子
ら
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。
な
お
第
一
三
八
四
条
第
七
項

に
よ
れ
ば
、
両
親
は
、
真
実
に
な
ん
ら
の
過
失
を
も
犯
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
、
か
れ
ら
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

B
)
教
育
(
円

E
z
g
t。ロ〉

こ
の
点
に
お
い
て
、
両
親
は
、
か
れ
ら
の
子
ら
の
知
的
・
道
徳
的
・
職
業
的
さ
ら
に
宗
教
的
な
教
育
さ
え
保
障
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
方
法
を

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
育
に
関
し
て
、
特
に
学
校
の
選
択
や
宗
教
の
選
択
に
つ
き
、
父
母
の
問
で
意
見
の
相
違
を
来
す
こ
と
が
、
し

ば
し
ば
生
じ
得
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
一
九
七

O
年
六
月
四
日
の
法
律
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
改
正
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
が
第
三
七
二
|

一
条
の
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
子
の
利
益
が
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
事
柄
に
つ
い
て
、
父
母
が
一
致
す
る
に
至
ら
ぬ
場
合
に
は
、
同
様
な

場
合
に
お
い
て
、
父
母
が
以
前
に
従
い
得
た
慣
例

Qmw
官
三

5
5〉
が
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
〔
父
母
に
と
っ
て
〕
準
則
に
代
る
。
そ
の
よ
う

な
慣
例
の
無
い
場
合
、
そ
の
慣
例
の
存
在
ま
た
は
理
由
に
つ
い
て
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
、
最
も
行
き
届
い
た
配
偶
者
が
後
見
裁
判
官
に
提

訴
し
得
べ
き
で
あ
り
、
後
見
裁
判
官
が
当
事
者
の
和
解
を
試
み
た
後
に
裁
定
す
べ
き
で
あ
る
」
。

要
す
る
に
、
立
法
者
は
、
裁
判
官
の
、
結
局
は
国
家
の
干
渉
を
で
き
る
限
り
後
退
せ
し
め
よ
う
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
裁
判
官
に
提
訴
し

た
場
合
、
暫
く
待
機
せ
よ
と
い
う
解
決
が
で
る
可
能
性
も
あ
る
。
家
族
を
構
成
す
る
基
礎
た
る
細
胞
に
対
し
て
、
国
家
が
こ
の
よ
う
な
支
配

を
及
ぼ
す
こ
と
は
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
皮
肉
な
論
者
は
、
父
と
母
と
裁
判
官
と
の
三
角
関
係

A
s
h
g
m
m
m
w
仲
円
。
ぽ

V
と

評
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
を
三
頭
家
政
と
訳
せ
な
い
と
と
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
情
態
は
、
家
族
に
対
す
る
は
げ
し
い

危
機
の
訪
れ
る
瞬
間
、
す
な
わ
ち
離
婚
の
直
前
と
か
、
別
居
の
際
に
の
み
生
ず
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

C
)
保
持
(
扶
養
)

(Fwm口
同
門
町
民
四
回
)
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両
親
は
、
か
れ
ら
の
未
成
年
の
子
に
対
し
物
質
的
保
持
を
供
す
る
義
務
を
負
う
。
い
わ
ゆ
る
扶
養
義
務
が
問
題
な
の
で
あ
る
が
、
親
子
間

に
お
い
て
は
特
別
な
様
相
を
帝
び
る
。
両
親
は
単
に
子
ら
に
食
物
と
衣
服
を
供
す
る
義
務
を
負
う
だ
け
で
は
な
く
、
か
れ
ら
の
子
ら
の
健
康

を
管
理
し
、
時
と
し
て
診
療
を
受
け
し
め
、
看
護
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
か
る
保
持
義
務
は
、
子
の
学
校
教
育
に
関
し
て
は
、
成
年
に
達
し

た
後
ま
で
も
続
く
の
で
あ
る
。

一
九
七

O
年
六
月
四
日
の
法
律
は
、

一
つ
の
興
味
あ
る
問
題
を
解
決
し
た
。
そ
れ
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
第
二
一
七
二

i
二
条
に
お
い

て
「
配
偶
者
の
お
の
お
の
は
、
子
の
一
身
に
関
す
る
親
権
の
日
常
の
行
為
を
単
独
で
為
し
た
場
合
で
も
、
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
は
、
他

方
配
偶
者
の
同
意
を
も
っ
て
行
動
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
と
規
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
配
偶
者
の
う
ち
で
も
特
に
家
母

G
g
g含
g
門
町
内
田

5
5与
が
、
子
の
学
校
関
係
や
子
の
財
産
に
関
す
る
管
理
行
為
等
に
つ
い

て
、
官
公
署
(
特
に
市
町
村
役
場
)
お
よ
び
一
般
第
三
者
の
前
で
、
子
ら
の
た
め
に
、
た
と
え
ば
旅
行
免
状
の
取
得
、
学
校
へ
の
入
学
の
た
め

の
登
録
、
特
定
の
行
為
を
為
す
た
め
に
必
要
な
許
可
の
請
求
等
を
な
す
場
合
に
大
い
に
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
条
文
で

用
い
て
い
る
日
常
の

A
5
5
r
v
と
い
う
字
句
が
将
来
多
く
の
論
議
を
呼
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
は
、
玉
に
統
合

5
0
5
σ
尽
き

S
Z
Sロ
)

で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。

フランスの新しい親権法

2
)
子
の
財
産
に
関
す
る
特
権

父
母
の
子
の
財
産
に
関
す
る
権
限
に
つ
い
て
も
、
法
定
管
理
権
と
法
定
享
有
(
使
用
・
収
益
)
権
を
区
別
し
て
説
明
す
る
の
が
便
宜
で
あ

ろ、フ。A
)
法
定
管
理
権
(
円
包
B
E
E
E
H
F
Oロ
-
命
巳
巾
〉

一
九
六
四
年
一
二
月
一
四
日
の
法
律
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
第
三
八
九
|
一
条
そ
の
他
の
条
文
で
、
法
定
管
理
人
(
包
B
E
E『丘町三

い
か
な
る
者
で
あ
ろ
う
か
。
子
の
財
産
を
保
存
し
、
そ
の
管
理
・
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
が
、
法
文
(
第
三

皮
肉
色
)
と
称
し
て
い
る
の
は
、

北法31(3-4・1.53)985 



説

八
九
条
)
は
、
具
体
的
に
は
、
そ
れ
は
父
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
法
定
代
理
権
は
母
の
協
力
を
得
て
、
父
に
よ
っ
て
行
使
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
(
民
第
三
八
三
条
第
一
項
、
民
第
三
八
九
条
〉
。
父
が
法
定
管
理
権
を
失
う
と
母
が
管
理
権
者
と
な
る
。
離
婚
も
し
く
は
別
居
の
場
合
に

も
、
母
に
子
の
保
護
権
が
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
や
は
り
母
が
管
理
権
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
両
配
偶
者
が
生

論

か
つ
婚
姻
し
て
い
る
場
合
の
よ
う
に
、
単
純
な
法
定
管
理
(
印
門
E
E
E
E巴
。
口
ぽ
ぬ
と
何
回
記
足
立
田
町
出
立
与
は
問
題
に
な
ら
な
い
の

で
、
後
に
②
に
お
い
て
も
詳
述
す
る
よ
う
に
、
「
後
見
裁
判
官
の
監
督
の
下
に
お
け
る
法
定
管
理
」
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
(
民
第
三
八

九
二
条
〉
。
ま
た
法
定
管
理
権
が
第
三
者
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
ま
ず
、
父
と
母
と
が
双
方
共
法
定
管
理
権
を
失
っ
た
場
合
が

そ
う
で
あ
る
。
次
に
法
定
管
理
権
者
と
子
と
の
聞
に
、
利
害
の
衝
突
が
あ
る
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
法
定
管
理
人
は
、
特
別

存
し
て
、

管
理
人
守
口
邑
S
E
2
E丹
市
民
包

ron)

を
後
見
裁
判
官
に
よ
っ
て
選
任
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
最
後
に
子
が
、
そ

の
父
も
し
く
は
母
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
付
き
で
、
贈
与
ま
た
は
遺
贈
に
よ
っ
て
、
あ
る
物
を
受
領
す
る
場
合
が

結
構
少
く
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
そ
の
目
的
物
の
管
理
権
は
、
そ
の
贈
与
も
し
く
は
遺
言
中
で
明
示
さ
れ
た
権
限
を
も
っ
第
三
者
に
委
託

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
明
示
を
欠
く
場
合
に
は
、
②
に
お
い
て
述
べ
る
司
法
的
監
督
下
に
お
け
る
法
定
管
理
の
問
題
と
な
る

の
で
あ
る
(
民
第
三
八
九
|
三
条
第
三
項
)
。

a
)
法
定
管
理
権
者
の
権
能

第
三
八
九
l
三
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
法
定
管
理
人
は
「
あ
ら
ゆ
る
民
事
的
行
為
に
お
い
て
未
成
年
者
を
代
理
す
べ
き
」
者
で
あ

る
。
し
か
し
法
律
も
慣
習
も
、
し
ば
し
ば
未
成
年
者
が
単
独
で
行
為
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
(
同
条
第
一
項
但
書
〉
。
た
と
え
ば
、
貯
蓄
銀
行

と
の
勘
定
の
開
始
、
そ
し
て
子
が
一
六
歳
に
達
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
し
て
預
け
た
資
金
の
引
き
出
し
、

一
六
歳
に
達
し
た
時
に
遺
言
を
為

す
こ
と
、
ま
た
一
六
歳
以
上
に
達
す
れ
ば
企
業
組
合
(
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
〉
に
加
入
す
る
こ
と
、

日
常
生
活
に
必
要
な
物
を
買
う
こ
と
等
で
あ

る。
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し
か
し
、
こ
こ
に
い
う
八
代
理

V
と
は
、

い
か
な
る
構
成
を
も
ち
、
後
見
人
の
権
限
に
比
較
し
て

A
法
定
管
理
人
と
し
て
の
父
ま
た
は

母
V
の
権
限
は
い
か
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
は
第
三
八
九
|
四
条
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
法
定
管

理
人
は
、
ま
ず
第
一
に
、
後
見
人
が
自
分
自
身
で
単
独
に
為
し
得
る
す
べ
て
の
行
為
を
単
独
で
為
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

法
定
管
理
人
は
、
ま
ず
A
A
保
存

V
行
為
を
為
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
子
の
不
動
産
の
た
め
の
火
災
保
険
証
書
に
署
名
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
は
正
に
、
保
存
行
為
の
典
型
そ
の
も
の
で
あ
る
。
法
定
管
理
人
は
、
同
様
に

A
管
理
行
為
V
v
を
為
し
得
る
。
何
と
な
れ
ば
後
見

人
も
自
由
に
そ
の
よ
う
な
行
為
を
為
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
定
管
理
人
た
る
父
・
母
は
、
家
で
あ
れ
、

土
地
で
あ

れ
、
そ
の
子
の
不
動
産
の
上
に
、
最
大
限
九
年
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
得
る
の
で
あ
る
。

一
九
六
四
年
一
二
月
一
四
日
の
法
律
が
反
致
す

る
後
見
の
制
度
と
の
類
推
に
よ
っ
て
、
法
定
管
理
人
た
る
父
母
に
よ
っ
て
、
未
成
年
者
の
財
産
に
つ
い
て
合
意
せ
ら
れ
た
賃
貸
借
は
、
賃
借

入
に
、
そ
の
場
所
(
家
も
し
く
は
土
地
)
に
居
す
わ
る
何
ら
の
権
利
も
与
え
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
そ
の
未
成
年
者
が
成
年
に
達
し
、
も

し
く
は
親
権
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
時
に
、
そ
の
未
成
年
者
に
対
抗
し
得
べ
き
何
ら
の
更
新
の
権
利
を
も
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
そ
れ
ら
の
賃
貸
借
が
、
後
見
も
し
く
は
法
定
管
理
の
開
始
前
に
合
意
せ
ら
れ
、
後
見
人
も
し
く
は
法
定
管
理
人
に

よ
っ
て
無
条
件
に
更
新
せ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

フランスの新しい親権法

法
定
管
理
人
は
、
同
様
に
子
の
有
す
る
不
動
産
に
対
す
る
修
繕
を
為
さ
し
め
得
る
。
日
常
使
用
す
る
動
産
お
よ
び
果
実
た
る
性
質
を
持
つ

動
産
の
売
却
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
農
業
経
営
を
な
し
、
未
成
年
者
の
営
業
財
産

(m，
o
E∞
骨

8
5
5
m丹
市
)
を
賃
借
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
法
定
管
理
人
が
資
金
を
受
領
し
た
月
中
に
、
そ
れ
を
引
受
け
た
預
り
主
で
あ
る
銀
行
か
ら
、
そ
の
資
金
を
引
き
出
す
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
未
成
年
者
の
債
務
の
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
後
に
、
そ
の
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
未
成
年
者
の
収
益
を
預
け

入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
他
の
行
為
に
対
し
て
、
こ
と
に
最
も
重
要
な
行
為
に
対
し
て
、

一
九
六
四
年
一
二
月
一
四
日
の
法
律
は
、
単
純
な
法
定
管
理
と
司
法

北法31(3-4・ 1'55)987 



説

的
監
督
下
に
お
け
る
法
定
管
理
と
の
聞
に
根
本
的
区
別
を
設
け
て
い
る
。

①
単
純
な
法
定
管
理

Q
.
包
g
E∞
Z
E
oロ
-hm即
日
巾
宮
門
町
内
仲
田

5
1
4

論

こ
の
種
の
法
定
管
理
は
、
原
則
と
し
て
父
に
属
し
、
あ
る
場
合
に
は
母
に
、
例
外
的
に
は
、
第
三
者
に
さ
え
属
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
は

前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
単
純
な
法
定
管
理
に
お
い
て
は
、
後
見
人
が
親
族
会
の
同
意
な
く
し
て
為
し
得
な
い
諸
行
為
に
関
し
て
、
第
三

八
九
l
五
条
は
、
配
偶
者
の
同
意
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
立
法
者
に
よ
っ
て
母
に
与
え
ら
れ
た
増
大
し
た
役
割
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
条
文
は
、
少
く
と
も
-
五
日
前
に
後
見
裁
判
官
に
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
通
告
(
白
Fmロ
5
g
t
oる
す
べ
き
こ
と

を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
通
告
に
は
、
形
式
を
要
求
し
て
い
な
い
が
、
違
反
す
れ
ば
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

配
偶
者
間
に
意
思
の
合
致
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
配
偶
者
の
同
意
は
後
見
裁
判
官
の
許
可
に
よ
っ
て
代
ら
れ
る

(
民
第
三
八

九
l
五
条
第
二
項
)
。
そ
し
て
こ
の
許
可
は
、
配
偶
者
の
側
に
お
い
て
初
め
か
ら
財
産
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
拒
絶
さ
れ

得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
配
偶
者
の
同
意
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
上
財
産
の
管
理
を
単
純
化
し
よ
う
と
す
る
立
法
者
の
希
望
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
法
定
管
理
人
は
後
見
裁
判
官
の
許
可
を
得
な
い
で
未
成
年
者
に
属
す
る
不
動
産
も
し
く
は
営
業
財
産
を
当
事
者
間
の
合
意
の
上

で
(
骨
肉
『
恥

p
m円
払
)
売
却
し
た
り
組
合
に
出
資
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
未
成
年
者
の
名
に
お
い
て
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
り
、
未

成
年
者
の
た
め
に
相
続
を
放
棄
し
た
り
、

に
も
後
見
裁
判
官
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
民
第
三
八
九
|
五
条
第
三
項
)
。
し
か
し
一
九
六
五
年
四
月
五
日
の
一
政
令
に
よ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
後
見
裁
判
官
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
一
切
の
決
定
に
対
し
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
(
大
審
裁
判
所
)
に
対
し
て

一
般
的
に
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
合
意
に
よ
る
遺
産
分
割
の
場
合

一
般
的
に
、
上
訴
権
を
行
使
し
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

司
法
的
監
督
の
下
に
お
け
る
法
定
管
理

Q
u
注
目
宮
町
宮
邑
O
ロ
皮
肉
丘
町
田

0
5
8己
5
F
』

E
W
E
B
)

② 具
体
的
に
述
べ
る
と
、
両
親
の
一
方
が
死
亡
し
て
い
る
時
ま
た
は
離
婚
も
し
く
は
別
居
が
行
わ
れ
た
と
き
、
ま
た
は
民
法
三
七
三
条
に
規
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定
し
で
あ
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
父
母
の
中
の
一
方
が
無
能
力
・
不
在
・
遠
隔
の
地
に
あ
る
と
か
、
そ
の
他
の
理
由
で
親
権
の
行
使
権
を
失

ぃ
、
も
し
く
は
一
時
的
に
親
権
の
行
使
権
を
剥
奪
さ
れ
た
よ
う
な
時
に
、
後
見
人
が
親
族
会
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
諸
行
為
を
為
す

た
め
に
は
、
法
定
管
理
人
は
、
後
見
裁
判
官
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
(
民
第
三
八
九
l
六
条
)
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る

管
理
を
司
法
的
監
督
の
下
に
お
け
る
法
定
管
理
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
司
法
的
監
督
下
に
あ
る
法
定
管
理
人
は
、
後
見
人
に
比
し
て
あ
ま
り
優
遇
さ
れ
て
い
な
い
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
何
と
な

れ
ば
、

後
見
人
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
親
族
会
に
呼
び
か
け
て
複
数
の
人
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
、
後
見
の
諸
規
定
は
、
原
則
と
し
て
法
定
管
理
に
適
用
さ
れ
る
。
な
お
有
価
証
券
の
管
理
に
関
し
て
は
、

一
九
六
五
年
四
月
五
日
の
政
令

は
、
法
定
管
理
人
お
よ
び
後
見
人
の
権
限
内
に
入
る
管
理
行
為
と
み
な
さ
る
べ
き
行
為
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
詳
細
に
規
定
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
特
定
の
場
合
に
は
、
法
定
管
理
人
と
後
見
人
は
単
独
で
行
動
し
得
る
。
最
後
に
一
九
六
四
年
一
二
月
一
四
日
の
法
律
は
、

元
本
の
使
用
に
関
し
て
、
法
定
管
理
に
特
有
な
規
定
を
明
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

一
般
的
に
、
次
の
よ
う
に
芳
え
ら
れ
て
い
る
。
投
資

。
冊
目
)
戸
田

g
g
m
H
H
C
に
対
し
て
は
、

い
く
ら
の
額
か
ら
使
用
さ
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
に
つ
い
て
は
、

父
と
母
と
の
間
に
合
意
が
為
さ
れ
る

フランスの新しい親権法

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
。

b
〉
法
定
管
理
の
終
了

い
か
に
し
て
、
法
定
管
理
は
終
了
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
司
法
的
監
督
の
下
に
お
け
る
法
定
管
理
が
問
題
で
あ
る
と
き
、
す
な
わ
ち
法
定
管
理
権
が
両
親
の
中
の
一
人
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ

る
と
き
、
特
に
離
婚
の
場
合
と
か
、
若
し
く
は
他
方
の
配
偶
者
が
先
に
死
亡
し
た
場
合
、
後
見
裁
判
官
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
何
時
で
も
、

あ
る
い
は
職
権
を
も
っ
て
、
あ
る
い
は
両
親
も
し
く
は
親
族
の
申
請
に
よ
り
、
ま
た
は
検
察
官
の
要
求
に
よ
っ
て
す
ら
、
後
見
を
開
始
す
る

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
る
の
は
、
後
見
裁
判
官
が
、
未
成
年
者
が
、

こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
民
第
三
九
一
条
第
一
項
)
。

あ
ま
り

し
ヵ、
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説

に
も
重
要
な
財
産
を
持
ち
す
ぎ
て
い
て
、
生
存
配
偶
者
が
|
|
こ
と
に
そ
れ
が
母
親
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
財
産
を
管
理
す
る
に
適
さ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
憂
慮
し
、
あ
る
い
は
生
存
配
偶
者
が
再
婚
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
財
産
の
悪
し
き
管
理
が
恐
れ
ら
れ
る
た

論

び
ご
と
に
生
ず
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
家
族
は
、
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
後
見
を
設
定
す
る
可
能
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。

後
見
の
開
始
の
申
請
か
ら
、
後
見
開
始
に
関
す
る
確
定
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
法
定
管
理
人
は
、
緊
急
の
場
合
を
除
い
て
、
も
し

後
見
が
開
始
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
親
族
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
、

い
か
な
る
行
為
を
も
為
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
(
民
第
三
九
一
条
第
一
項
後
段
)
。

上
述
の
よ
う
に
、
司
法
的
監
督
の
下
に
お
け
る
法
定
管
理
の
場
合
に
、
後
見
裁
判
官
に
与
え
ら
れ
る
後
見
を
開
始
せ
し
め
る
権
能
は
、
両

親

に

よ

る

管

理

が

行

わ

れ

る

単

純

法

定

管

理

の

場

合

に

も

同

様

に

行

使

せ

ら

れ

う

る

の

で

あ

る

が

、

「

重

大

な

る

し
か
し
そ
の
場
合
に
は
、

事
由
の
あ
る
と
き
(
可
。
日

g
g叩
ぬ
5
4
0
)
」
に
限
ら
れ
る
(
民
第
三
九
一
条
第
二
項
)
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
各
種
の
場
合
に
お
い
て
、
後
見
裁
判
官
は
親
族
会
を
召
集
し
、
親
族
会
は
従
来
の
法
定
管
理
人
を
後
見
人
に
指
名

し
、
あ
る
い
は
、
他
の
後
見
人
を
選
任
す
る
(
同
条
第
三
項
)
。

最
後
に
第
三
九

O
条
に
よ
れ
ば
、
法
定
管
理
権
は
両
親
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
両
親
が
生
存
し
て
い
る
が
第
三
七
三
条

に
規
定
せ
ら
れ
る
場
合
(
不
在
、
家
族
遺
棄
に
よ
っ
て
刑
に
処
せ
ら
れ
親
権
を
剥
奪
さ
れ
た
り
、
親
権
放
棄
が
行
わ
れ
る
場
合
等
)
に
該
当

す
る
と
き
に
、
終
止
し
、
通
常
後
見
が
開
始
せ
ら
れ
る
。

B
〉
法
定
享
有
権
(
「
由
」
。
巳
白
白
ロ
n
m
-企
同
日
巾
)

法
定
享
有
権
は
、
ま
だ
親
権
解
放
を
受
け
て
い
な
い
一
八
歳
ま
で
の
未
成
年
の
子
の
財
産
に
対
す
る
親
の
用
益
権
で
あ
る
。
こ
の
法
定
享

有
権
は
、
子
の
扶
養
を
補
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
権
利
は
ま
た
、
そ
の
権
利
者
の
掌
中
に
お
い
て
処
分
し
得
な
い
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権
利
で
あ
る
。
以
下
各
項
に
分
け
て
詳
説
す
る
。

a
)
法
定
享
有
権
者

民
法
第
三
八
三
条
第
二
項
は
「
法
定
享
有
権
は
、
父
母
の
中
で
法
定
管
理
権
を
も
っ
者
に
属
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
離
婚
が
行
わ
れ

た
場
合
に
は
、
法
定
享
有
権
は
、
両
親
の
中
で
、
子
の
保
護
(
]
血
肉
白
丘
町
〉
が
託
さ
れ
た
者
に
与
え
ら
れ
る
。
両
親
の
中
の
一
方
が
死
亡
す

る
場
合
に
は
、
法
定
享
有
権
を
有
す
べ
き
者
は
、
そ
の
生
存
者
で
あ
る
。
但
し
そ
の
生
存
者
が
、
未
成
年
者
に
帰
属
す
る
財
産
に
つ
き
、
公

正
証
書
も
し
く
は
私
署
の
財
産
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
両
親
が
死
亡
す
る
場
合
に
は
、

一
般
的

に
い
っ
て
、
親
権
も
法
定
管
理
権
も
最
早
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
法
定
享
有
権
も
消
滅
す
る
(
民
第
三
八
四
条
第
二
号
〉
。

法
定
享
有
権
は
、
そ
の
子
が
二
ハ
歳
に
達
す
る
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
権
利
が
そ
の
前
に
消
滅
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
た
と
え
ば

そ
の
子
(
娘
)
が
婚
姻
に
よ
っ
て
親
権
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
(
民
第
三
八
四
条
第
一
号
、
民
第
四
七
六
条
l
一
九
七
四

年
七
月
五
日
法
律
第
六
一
一
一
一
号
)
。

b
〉
法
定
享
有
権
の
属
性

こ
の
権
利
を
行
使
す
る
者
は
、
用
益
権
者

(
5
z
p口
正
問
。

で
あ
る
と
芳
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
法
定
享
有
権
も
「
一
切
の

フラソスの新しい親権法

用
益
の
消
滅
を
も
た
ら
す
」
諸
原
因
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
の
で
あ
る
ハ
民
第
三
八
四
条
第
三
号
)
。
法
定
享
有
権
者
は
、
自
己
の
有
す
る
用
益
権

の
代
償
と
し
て
、
保
存
の
た
め
の
修
繕
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
大
修
繕
を
為
す
義
務
は
な
い
。

他
面
に
お
い
て
、

民
第
三
八

五
条
第
二
号
に
よ
っ
て
父
は
、

そ
の
子
の
財
産
に
応
じ
て
、
子
に
衣
服
を
供
し
、
教
育
す
る
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
定
享
有
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
子
の
財
産
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
収
益
に
よ
っ
て
、
子
の
被
服
費
お
よ
び

教
育
を
保
障
し
且
つ
食
事
を
供
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
に
在
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
法
定
享
有
権
者
は
、
後
見
人
と
同
様
に
報
酬
を
請
求
す

る
権
利
は
な
い
。
ま
た
法
定
享
有
権
者
は
、
子
の
た
め
に
保
証
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
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説

法
定
享
有
権
は
、
原
則
と
し
て
、
子
の
財
産
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
の
上
に
行
使
せ
ら
れ
る
。
子
に
財
産
が
贈
与
さ
れ
た
と
い
う
理
由
で
、
あ

る
い
は
、
か
れ
が
遺
産
を
相
続
し
た
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
子
の
取
得
す
る
あ
ら
ゆ
る
財
産
の
上
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。

論

し
か
し
、
法
定
享
有
権
が
行
使
さ
れ
な
い
財
産
が
あ
る
。
第
一
に
子
が
、
そ
の
労
働
に
よ
っ
て
取
得
す
る
一
切
の
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

物
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
留
保
の
下
に
、
子
が
自
由
に
処
分
し
得
る
の
で
あ
る
。
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
両
親
が
法
定
享
有
権
を
行

使
し
得
な
い
と
い
う
、
明
示
的
な
条
件
を
付
し
て
、
そ
の
子
に
交
付
さ
れ
た
財
産
で
あ
る
(
民
第
三
八
七
条
)
。

そ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の

財
産
を
管
理
す
る
の
は
第
三
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
第
三
者
は
、
贈
与
も
し
く
は
遺
言
に
よ
っ
て
、
彼
に
与
え
ら
れ
た
諸
権
限
を
持
つ
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
贈
与
も
し
く
は
遺
言
に
よ
る
指
定
が
無
い
場
合
に
は
、
司
法
的
監
督
の
下
に
お
け
る
法
定
管
理
人
の
権
限
を
有
す
る

で
あ
ろ
う
(
民
第
三
八
九
!
三
条
第
三
項
)
。

-
九
七
O
年
六
月
四
日
の
法
律
が
存
続
さ
せ
た
こ
の
法
定
享
有
権
は
、
あ
る
点
に
お
い
て
女
性
尊
重
の
制
度
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
制
度
は
、
実
際
上
に
お
い
て
、
そ
の
夫
を
亡
っ
た
妻
に
対
し
て
、
そ
の
暮
し
振
り
に
お
い
て
、
に
わ
か
な
変
化
が
生
ず
る
こ
と
を
避
け

る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
父
の
相
続
財
産
が
帰
属
す
る
子
の
収
益
は
、
こ
の
制
度
の
存
在
に
よ
っ
て
生
存
す
る
母
の
手
中
に
止

ま
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

親
権
の
規
制
と
喪
失

A
)
裁
判
官
に
よ
る
親
権
の
規
制

r 現
行
法
上
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
に
よ
る
親
権
の
規
制
は
相
当
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
古
い
立
法
例
の
下
に
お
い
て
は
、
両
親
は
、
か
れ

ら
の
未
成
年
の
子
の
一
身
に
関
し
て
非
常
に
大
き
な
特
権
を
も
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
懲
戒
権
を
行
使
し
て
い
た
。
そ
の
結
果

子
は
両
親
の
明
白
な
要
求
が
あ
れ
ば
拘
禁
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
子
が
刑
務
所
に
お
い
て
、
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法
上
の
拘
留
者
と
接
触
す
る
と
い
う
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
事
実
問
題
を
さ
え
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。
現
行
法
の
下
に
お
い
て
は
、
裁
判
官

は
、
子
の
健
康
ま
た
は
道
徳
性
が
危
く
さ
れ
る
と
判
断
す
る
場
合
に
は
職
権
を
も
っ
て
自
ら
問
題
を
提
起
し
う
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
子
の

拘
置
を
要
求
す
る
た
め
に
介
入
す
る
の
は
、
も
は
や
父
ま
た
は
母
に
限
ら
な
い
の
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
の
は
、
裁
判
官
自
身
で
あ
り

得
る
の
で
あ
る
。
児
童
(
保
護
)
裁
判
官

c
c
m白
仏

2
2
F
Eる
は
、

ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
の
肉
体

的
ま
た
は
道
徳
的
健
康
に
よ
っ
て
必
要
と
せ
ら
れ
る
一
切
の
決
定
を
す
る
の
は
、
こ
の
裁
判
官
で
あ
る
。

B
)
親
権
の
喪
失

(
U
h
n
r
b
g
n
m
母

F
E
z
-広
吉
5
2丘
町

)

虐
待
せ
ら
れ
、
道
徳
的
に
委
棄
せ
ら
れ
た
子
の
保
護
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
制
の
指
導
原
理
は
、
親
権
の
喪
失
を
生
ぜ
し
め
る
が
、
こ
の

失
権
の
様
相
、
つ
い
で
こ
の
失
権
か
ら
生
ず
る
諸
効
果
、
最
後
に
親
権
も
し
く
は
、
親
権
と
結
び
付
い
た
諸
権
能
の
復
権
(
原
状
回
復
吋
2
・

吾
三
芯
ロ
)
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
こ
う
。

従
前
の
立
法
上
に
お
い
て
は
、
失
権
の
二
つ
の
種
類
が
あ
っ
た
。
強
制
失
権
(
伝
ロ

Z
S
B
o
z
-∞
白
押

05)
と
任
意
失
権
(
最
n
Z
8
2

町田

n
z
-
S
E
4
m
)
で
あ
る
。

一
九
七

O
年
六
月
四
日
の
法
律
以
後
に
お
い
て
は
、
父
母
が
か
れ
ら
の
子
の
一
身
に
対
し
て
犯
さ
れ
た
重
罪
も
し

フランスの新しい親権法

く
は
軽
罪
の
正
犯
・
共
犯
も
し
く
は
常
助
〔
従
犯
〕
・
教
唆
犯
と
し
て
有
罪
の
判
決
を
言
渡
さ
れ
て
も
、

て
犯
さ
れ
た
軽
罪
の
正
犯
も
し
く
は
需
助
〔
従
犯
〕
・
教
唆
犯
と
し
て
有
罪
の
判
決
を
言
渡
さ
れ
て
も
、

失
権
は
、

あ
る
い
は
、

か
れ
ら
の
子
に
よ
っ

任
意
的
た
り
得
る
の
み

で
あ
る
。
失
権
は
あ
ら
ゆ
る
刑
事
有
罪
判
決
の
外
に
お
い
て
も
、
父
母
が
虐
待
に
よ
り
、
も
し
く
は
悪
性
の
常
習
飲
酒
癖
、
父
母
の
著
し
い

不
行
跡
、
軽
犯
罪
(
伝

-
S
A
Z
8
2
)、
不
注
意
、
も
し
く
は
、

「
子
の
安
全
性
、

指
導
の
欠
如
に
よ
っ
て
、

健
康
も
し
く
は
道
徳
性
を
明
ら

か
に
危
険
に
曝
す
」

任
意
的
で
あ
る
。
子
に
対
し
て
、

8
に
お
い
て
述
べ
る
教
育
的
援
助
の
方
法
が
と
ら
れ
た
時
に

も
、
親
権
は
喪
失
せ
し
め
ら
れ
得
る
。
父
母
が
二
年
以
上
も
の
問
、
任
意
に
親
権
を
行
使
せ
ず
、
親
権
よ
り
生
ず
る
義
務
を
怠
っ
た
場
合
も

場
合
に
お
い
て
も
、

同
様
で
あ
る
(
民
第
三
七
八
条
お
よ
び
第
三
七
八
一
条
)
。
失
権
の
訴
は
、
あ
る
い
は
検
察
官
に
よ
り
、
ま
た
は
、

家
族
の
一
員
も
し
く
は
、
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説

子
の
後
見
人
に
よ
り
上
級
地
方
裁
判
所
(
大
審
裁
判
所
)
に
提
起
せ
ら
れ
る
。

論

失
権
は
全
面
的
で
あ
り
得
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
財
産
的
で
あ
る
と
対
人
的
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
親
権
と
結
び
付
い
た
そ
の
全
属
性
を

対
象
と
し
得
る
の
で
あ
る
。
ま
た
失
権
は
、
判
決
の
瞬
間
に
す
で
に
生
れ
て
い
る
未
成
年
の
子
の
全
部
に
及
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
全
面
的
失
権

の
場
合
に
お
い
て
は
、
子
ら
に
対
す
る
扶
養
義
務
の
免
除
を
も
た
ら
し
得
る
。
た
だ
し
判
決
中
に
、
こ
れ
と
反
対
の
規
定
が
あ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
(
民
第
三
七
九
条
)
。

し
か
し
部
分
的
失
権
す
な
わ
ち
、
親
権
の
属
性
の
部
分
的
収
縮
に
止
ま
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
両
親
に
対
し
、
一
か
れ

ら
の
子
ら
も
し
く
は
そ
の
中
の
特
定
の
者
に
対
し
て
だ
け
、
こ
れ
を
取
締
り
、
教
育
し
、
か
つ
監
督
す
る
こ
と
が
、
も
は
や
問
題
で
は
な
い

た
め
に
、
両
親
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
保
護
権

Q
叩

仏

門

O
広
骨
肉
白
丘
町
)
だ
け
が
問
題
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
失
権
も

し
く
は
親
権
の
部
分
的
縮
少
を
宣
告
す
る
に
当
っ
て
提
訴
さ
れ
た
裁
判
所
は
、
他
方
の
配
偶
者
が
死
亡
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
親
権
を
喪

失
し
て
い
る
場
合
に
は
、
あ
る
い
は
子
の
た
め
に
、
親
族
会
の
組
織
を
請
求
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
子
の
保
護
を
一
時
的
に
引
き

受
け
る
第
三
者
を
指
名
す
る
か
、

あ
る
い
は
そ
の
子
を
児
童
に
対
し
て
社
会
的
救
済
を
与
え
る
県
の
奉
仕
機
関
に
託
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
他
方
の
親
に
対
し
て
宣
告
さ
れ
た
失
権
の
効
果
と
し
て
、
親
権
が
両
親
の
中
の
一
方
に
帰
属
す
る
と
き
に
も
、
同
様
の
手
段
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
。

C
)
親
権
の
原
状
回
復
(
河
内
印
辛
口
氏
。
ロ
門
】
冊
目
、

g
gユ
広
宮
司
g
S
F
)

失
権
ま
た
は
、
親
権
の
部
分
的
縮
少
を
宣
言
さ
れ
た
父
母
は
、
新
た
に
生
じ
た
事
情
を
証
明
し
、
失
権
ま
た
は
、
親
権
縮
少
の
判
決
が
確

定
し
た
後
、
少
く
と
も
一
年
た
っ
て
提
訴
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
か
れ
ら
の
親
権
を
原
状
に
復
し
て
も
ら
う
こ
と
を
、
上
級
地
方
裁
判

所
(
大
審
裁
判
所
)
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
民
第
三
八
一
条
)
。
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5 

教
育
的
援
助
ハ
問
、
、
回
目

m
E
S
S
E
c
n
p
H
Z伺
)

A
)
適
用
条
件

親
権
行
使
の
規
制
の
一
種
と
し
て
、
こ
の
教
育
的
援
助
と
い
う
方
法
に
重
大
な
意
義
を
認
め
て
い

る
。
こ
の
方
法
は
一
九
七

O
年
の
改
正
以
前
の
各
種
の
解
決
を
補
充
し
、
か
つ
調
和
し
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
多
数
の
詳
細
な
規
定
を
も
た

ら
し
た
(
民
第
三
七
五
条
な
い
し
第
三
七
五
l
八
条
〉
。

一
九
七

O
年
六
月
四
日
の
法
律
は
、

ま
だ
親
権
解
放
を
受
け
て
い
な
い
未
成
年
者
の
健
康
・
安
全
性
も
し
く
は
、
道
徳
性
が
危
険
(
こ
れ
は
外
延
的
に
拡
大
さ
れ
た
観
念
で
あ

る
)
に
曝
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
未
成
年
者
の
教
育
の
諸
条
件
が
「
重
大
に

こ
の
教
育
的
援
助
が
命
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
m
E耳
目

g円
)
」
危
く
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、

児
童
〔
保
護
〕
裁
判
官
(
庁
官
官
円
山
町
田

S
P
E
C
は
、
原
則
的
に
広
い
権
限
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

父
母
・
保
護
者
も
し
く
は

後
見
人
・
検
察
官
が
未
成
年
者
の
た
め
に
、
要
求
を
出
さ
な
い
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
職
権
を
も
っ
て
自
ら
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

フランスの新しい親権法

き
る
。
裁
判
官
は
、
と
に
か
く
、
芳
え
ら
れ
て
い
る
方
法
に
対
す
る
家
族
の
同
意
を
取
り
つ
げ
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
採
用
す
べ
き
教
育
的
援
助
の
方
法
を
決
定
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
裁
判
官
の
決
定
は
、
現
在
に
お
い
て
は
上
訴
の
対
象
と
な

り
得
る
。

未
成
年
者
は
、
可
能
で
あ
る
限
り
、
そ
の
現
状
に
お
い
て
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
、
そ
の
日

的
を
達
成
す
る
た
め
に
資
格
を
備
え
た
人
を
選
任
し
、
あ
る
い
は
明
朗
な
環
境
に
お
い
て
、
そ
の
未
成
年
者
を
監
督
・
教
育
も
し
く
は
再
教

育
す
る
奉
仕
者
(
奉
仕
機
関
)
を
選
任
し
、
そ
し
て
そ
の
人
な
り
、
そ
の
機
関
に
、
そ
の
家
族
が
遭
遇
す
る
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
す
る
た

め
に
、
そ
の
家
族
に
援
助
と
忠
告
を
も
た
ら
す
使
命
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
格
者
も
し
く
は
奉
仕
者
(
奉
仕

機
関
)
は
、
そ
の
子
の
成
長
に
従
っ
て
適
当
な
処
置
を
施
し
、
そ
の
子
に
つ
い
て
定
期
的
に
裁
判
官
に
報
告
す
る
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
で
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説

あ
る
(
民
第
三
七
五
二
条
第
一
項
)
。

論

裁
判
官
は
、
そ
の
子
を
そ
の
環
境
に
お
い
て
保
持
す
る
と
い
う
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
普
通
も
し
く
は
特
殊
な
保
健
機
関
、
教

育

機

関

を

規

則

正

し

く

、

ま

た

は

職

業

的

活

動

を

行

う

義

務

の

よ

う

な

特

定

の

義

務

を

課

す

る

こ

と

が

で

き

る

た
び
た
び
訪
問
し
た
り
、

ハ
民
第
三
七
五
i
二
条
第
二
項
)
。

さ
ら
に
、
子
を
現
在
の
環
境
か
ら
救
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
そ
の
子
を
、
父
母
の
中
で
従
来
そ
の
子
に
つ
い
て
保

護
権
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
者
、
そ
の
家
族
の
他
の
構
成
員
、
信
頼
に
値
す
る
第
三
者
も
し
く
は
奉
仕
者
(
奉
仕
機
関
〉
、
ま
た
は
、

も
し
く
は
特
殊
な
保
健
機
関
も
し
く
は
教
育
機
関
、
ま
た
は
児
童
に
社
会
的
援
助
を
与
え
る
県
の
奉
仕
機
関
に
、
託
す
る
こ
と
を
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
父
と
母
と
の
聞
に
離
婚
判
決
が
為
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
教
育
的
援
助
の
諸
方
法
は
、
そ
の
子
の
保
護
に
つ

い
て
決
定
を
下
す
判
決
(
通
常
離
婚
判
決
〉
の
後
に
、
未
成
年
者
に
対
す
る
危
険
を
生
ぜ
し
め
る
性
質
の
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た

場
合
に
の
み
、
取
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
児
童
〔
保
護
〕
裁
判
官
の
役
割
は
、
離
婚
も
し
く
は
別
居
の
あ
っ
た
場
合
の
み

に
限
ら
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
教
育
的
援
助
の
諸
方
法
は
、
民
法
第
三

O
二
条
の
適
用
に
よ
っ
て
、
何
人
に
子
を
委
託
す
べ
き
か
を
決
定
す
る
裁
判
所
の
も
つ

権
能
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
同
一
の
原
則
は
、
別
居
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
(
民
第
三
七
五
|
三
条
)
。

B
)
教
育
的
援
助
の
効
果

そ
の
子
が
教
育
的
援
助
を
受
け
る
原
因
と
な
っ
た
父
母
も
、
そ
の
子
に
対
す
る
親
権
を
失
わ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
教
育
的
援
助
の
方
法

の
適
用
と
矛
盾
し
な
い
親
権
の
一
切
の
属
性
を
行
使
す
る
。
父
母
は
、
教
育
的
援
助
の
方
法
が
適
用
を
受
け
る
限
り
、
児
童
保
護
裁
判
官
の

許
可
な
く
し
て
、
そ
の
子
を
親
権
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
(
民
第
三
七
五
|
七
条
第
一
項
)
。

教
育
的
援
助
の
方
法
の
対
象
を
成
し
て
い
る
子
の
扶
養
・
教
育
費
は
依
然
と
し
て
そ
の
父
母
並
に
〔
そ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
〕
扶
養
料
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が
請
求
さ
れ
得
る
尊
属
の
負
担
な
の
で
あ
る
。
但
し
裁
判
官
に
対
し
て
、
そ
の
扶
養
料
の
全
部
も
し
く
は
一
部
の
免
除
を
請
求
す
る
権
利
を

失
わ
な
い
(
民
第
三
七
五
|
八
条
)
。

親
権
の
委
託

(
U
2
b
m由
巳
。
ロ
門
田
町

-scgユ
片
品
目
出
『
冊
目
互
開
)

一
九
七

O
年
六
月
四
日
の
法
律
は
、
ま
ず
こ
の
点
に
関
し
(
民
第
三
七
六
条
)
、
親
権
を
客
体
と
す
る
放
棄
も
譲
渡
〔
委
譲
〕

ε 

も
な
ん
ら
の

効
果
を
も
た
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
官
は
未
成
年
の
子
の
保
護
も
し
く
は
教
育
に
つ
い
て
、
決
定
す
る

こ
と
を
要
求
さ
れ
た
場
合
に
、
父
母
が
こ
の
間
題
に
関
し
、
か
れ
ら
の
間
に
自
由
に
締
結
す
る
こ
と
を
得
た
契
約
を
芳
慮
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
但
し
、
父
母
の
中
の
一
方
が
、
そ
の
同
意
の
撤
回
を
許
す
よ
う
な
重
大
な
理
由
を
証
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
ハ
民

第
三
七
六
|
一
条
〉
。

こ
れ
は
、
特
に
取
り
上
げ
て
人
の
注
意
を
促
す
べ
き
原
則
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
の
原
則
は
、
あ
る
程
度
に
お
い

て
、
親
権
の
非
処
分
性
に
違
反
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

親
権
の
委
託
に
つ
い
て
、

ば
、
父
母
は
共
同
し
て
、
も
し
く
は
別
々
に
、
ま
た
親
族
会
に
よ
っ
て
権
限
を
与
え
ら
れ
た
後
見
人
は
、

民
法
新
第
三
七
七
条
は
、

さ
ら
に
他
の
指
示
を
与
え
て
い
る
。

言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

こ
の
条
文
が
、二
ハ
歳
〔
以
下
の
〕
未
成
年
者
た

フランスの新しい親権法

る
子
を
、

信
頼
に
価
す
る
個
人
、

児
童
に
対
す
る
社
会
的
援
助
を
与
え
る
県
の
奉
仕
者
〔
奉
仕
機

こ
の
目
的
に
適
す
る
施
設
も
し
く
は
、

関
〕
に
引
き
渡
し
た
時
は
、

か
れ
ら
の
親
権
の
行
使
の
全
部
も
し
く
は
一
部
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
親
権
の
全
面
的
も
し
く
は
部
分
的
委
託
は
、
委
託
者
お
よ
び
被
委
託
者
の
共
同
の
請
求
に
基
づ
き
裁
判
所
に
よ

っ
て
為
さ
る
べ
き
判
決
よ
り
生
ず
る
(
民
第
三
七
七
条
二
項
〉
。

そ
の
子
に
無
関
心
な
場
合
に
は
、

被
委
託
者
の
請
求
だ
け
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
う
る

こ
の
同
一
の
委
託
は
、

両
親
が
一
年
以
上
も
、

(
民
第
三
七
七
条
第
三
項
)
。
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説論

親
権
の
一
時
的
喪
失
も
し
く
は
剥
奪

2
2
g
g℃
門
戸

a
g
t
oロ
官
0
4
2
0
5
号

F
5
0司
王
宮
『

g
E巾
)

民
法
第
三
七
三
条
に
よ
れ
ば
、
父
母
の
中
、
次
の
場
合
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
親
権
の
行
使
〔
権
〕
を
失
い
、
ま
た
は
一
時
的
に
親
権

の
行
使
〔
権
〕
を
剥
奪
せ
ら
れ
る
。

C 1
0 

彼
が
そ
の
無
能
力
・
不
在
・
遠
隔
の
地
に
在
る
こ
と
、
も
し
く
は
、
そ
の
他
一
切
の
原
因
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合

f

彼
が
、
そ
の
諸
権
利
を
委
託
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
場
合

ゲ
彼
が
少
く
と
も
六
箇
月
の
期
間
内
に
、
そ
の
義
務
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
始
め
な
い
限
り
、
家
族
遺
棄

Q
、
与
自
己
O
ロ
骨

F
E
-
-
4

の
種
類
の
項
目
の
一
の
下
に
、
有
罪
の
判
決
を
言
渡
さ
れ
た
場
合

r-
彼
が
奪
わ
れ
た
権
利
の
た
め
に
、
彼
に
対
し
失
権
も
し
く
は
親
権
縮
少
の
判
決
が
宣
告
さ
れ
た
場
合

上
述
の
第
三
七
三
条
第
三
号
に
よ
っ
て
、
利
害
関
係
人
は
、
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
を
履
行
す
る
と
い
う
強
い
決
意
を
示
し
た
と
き
に
お

い
て
の
み
、
そ
の
親
権
の
行
使
を
回
復
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五

O
年
八
月
二

O
日
午
後
七
時

日
光
金
谷
ホ
テ
ル

M
号
室
に
て
欄
筆

〔
付
記
〕
宮
崎
先
生
は
昭
和
二
二
年
一

O
月
北
大
法
文
学
部
創
立
以
降
民
法
担
当
の
教
授
と
し
て
、
小
山
昇
教
授
と
共
に
法
経
学
部
、
法
学
部
、
同
大
学
院
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
九
年
三
月
北
大
を
定
年
退
官
さ
れ
、
同
年
四
月
か
ら
愛
知
学
院
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
の
織
に
あ
っ
た
。
昭

和
五
三
年
四
月
に
は
同
大
学
客
員
教
授
に
転
じ
た
が
同
年
一
二
月
二
八
日
急
性
心
不
全
の
た
め
突
然
逝
去
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
先
生
の
教
え
を
受
け
た

北
海
学
園
大
学
教
授
菅
原
勝
伴
、
北
星
学
園
大
学
教
授
石
川
恒
夫
の
両
氏
が
先
生
の
蔵
書
を
整
理
し
た
際
に
発
見
さ
れ
た
遺
稿
で
あ
る
。
小
山
教
授
の

退

官

記

念

と

し

て

、

ご

遺

族

の

同

意

を

得

て

掲

載

す

る

も

の

で

あ

る

。

ハ

編

集

委

員

会

〉
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